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二次元有機導体における電荷秩序の光誘起融解の理論
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擬二次元有機導体D-(BEDT-TTF)2RbZn(SCN)4(D-RbZn)とα-(BEDT-TTF)2h(α-h)の電荷

秩序に対する光照射の効果を、時間依存シュレディンガ一方程式を数値的に解くことにより調べ

た。需物質は、異方的三角格子の構造を持つ 1/4フィリングの系であり、 D-RbZnでは低温で大き

な格子歪みを伴ったストライプ型の電荷秩序が観測されている。また α-13も再様なストライブ型

の電荷秩序が観測されているが、高温相での結晶の対称性は 0型塩よりも低く、金属状態ですで

に電荷の不均化が生じており、相転移に伴う格子歪み誌小さいことが知られている。

最近、これらの物質で光照射による電荷秩序の融解が調べられ、両者が同様な空間パターンの

電荷秩序を持つにも関わらず、異なるダイナミクスを示すことが明らかLこされた向。具体的には、

D-RbZnでは光誘起された金属ドメインは小さく、超高速に電荷秩序へと移行するのに対し、 α-13

ではそれが巨視的なサイズとなって寵界緩和的な振る舞いを示す。このことは、電荷秩序仕の際

に見られる特徴の違いがダイナミクスに顕著に反映されていることを示唆している。

そこで我々は、 D-RbZn、α-13における光誘起ダイナミクスを調べることを目的に、格子歪みを

考麗した拡張ハバードモデル [2，3Jに、光景射の効果をバイエルス位相として取り入れたモデル
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を考え、平均場近似のもとで時間依存シュレディンガ一方程式を数値的に解くことにより時題発

展を計算した [4Jむその結果、結晶構造の持つ対称性の違いと、電荷秩序イむこ対する格子歪みの重

要性の度合いを反映して、両物費での電荷ダイナミクスには特徴的な違いが生じることが分かっ

た。すなわち、 D-RbZnで法格子による安定北エネルギーが大きく、電荷秩序の融解と歪みの解消

にお要な競起強度も大きいが、 αーらでは高温椙での結品の対称性が低く格子の寄与が小さいため

に、 θ-RbZnに比べて金属fとに要するエネルギーも小さい。また、局所的な光照射をした擦の金属

的なドメインの成長にも顕著な違いが現れ、。-RbZnでは α-13よりもドメインの二次元的な広が

りが抑制されることが分かったc これらのことは実験結果と対応していると考えられる。
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